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『わたしの築くみちしるべ』年間指導計画案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017年2月

中学校3学年

	月
	番号
	主　題　名
	時間
	ね　　ら　　い
	内容項目

	4
月
	30
	地下鉄の駅で
	1
	黙って重いベビーカーを階段の上まで運んだ二人の男性と，迷い，行動できなかった「わたし」との違いを考えることを通して，困難に直面している人に対して，自然に援助できるよさに気づき，思いやりを行動に移すことのよさを感じ取ることができる。
	B　思いやり

	
	14
	ふと目の前に
	1
	「けしからん客だ」と決めつけた女性が視覚障害者だと知ったときの「わたし」の気持ちを考えることを通して，思い込みで判断することなく，その人の気持ちを理解して行動することの大切さに気づくことができる。
	C　公正，公平

	
	6
	熱球の軌跡
	1
	十五番の背番号を譲ろうと決心する田中君の気持ちを考えることを通して，自分の夢とチームの勝利との葛藤を乗り越え，マネージャーに徹した田中君の苦しみやつらさを実感することができる。
	C　学校生活

	5
月
	7
	神様からのおくりもの
	1
	自分にとって家族とはどんな存在なのかを考え，家族の温かさや愛情に気づき，家族を大切にする心情を育てる。
	C　家族愛

	
	4
	語りかける目
	1
	阪神・淡路大震災による混乱と迫り来る死の恐怖という極限状態の中，母を残して逃げるという行為を選択した少女の気持ちに寄り添いながら，命の尊さやかけがえのなさに気づき，これからの自分自身の生き方について深く考えることができる。
	D　生命の尊さ

	
	26
	出場辞退
	1
	県大会に出場することにこだわらなくなっていった「ぼく」の気持ちを考えることを通して，きまりを守らないことが周りの多くの人を悲しい思いにさせることを知り，集団としてのルールの大切さや厳しさを感じ取ることができる。
	C　公徳心

	6

月
	18
	自然から学ぶこと
	1
	筆者の自然に対する思いや，自分と身近な自然とのかかわりについて見つめ直し，自然の美しさや素晴らしさに改めて目を向け，自然と人とのかかわりについて考えることを通して，自然の偉大さを再認識し，身近な美しいものに感動する豊かな心をもつことができる。
	D　感動，畏敬

	
	15
	地震パン
	1
	震災にあった大勢の人のためにパンを作り続けた愛蔵が，金もうけをすることをせずに廉価でパンを売り続けた気持ちを考えることを通して，自分の立場で社会のために尽くしていくことの素晴らしさに気づくことができる。
	C　公共の精神

	
	23
	形
	1
	猩々緋の服折と唐冠の兜を貸し与えた新兵衛が，敵の槍に倒れるときどんなことを思ったのか考えることを通して，表に現れる姿形はときとしてその人自身の内面であり，外見からその人となりを判断されることもあることを理解し，服装や行動など表に現れる部分を大切にしていこうという気持ちをもつことができる。
	A　節度，節制

	7
月
	9
	ええところ
	2
	自分自身や友達のよさに気づき，互いに認め合い，高め合っていこうとする態度を育てる。
	A　向上心

	
	22
	県大会をめざして
	1
	正副部長として今までどおり中村さんと明るく接していこうと決意した「ぼく」の気持ちを考えることを通して，個人的な感情に左右されることなく，異性が互いのよさを認め合って協力することの素晴らしさに気づくことができる。
	B　友情，信頼

	
	10
	四一三球の戦い
	1
	困難を前にしても，強い気持ちをもってやり遂げる心情を育む。
	A　希望と勇気

	8

月
	12
	うまれてきてくれて
ありがとう
	1
	C　家族愛：自分の成長を願い，無私の愛情をもって育ててくれた家族に対しての，敬愛の気持ちを深める。

（D　生命の尊さ：自分が今ここにいることの不思議さや生命の連続性に気づき，自分自身がかけがえのない存在であることに誇りをもち，自他の生命を尊重しようとする心を育てる。）
	C　家族愛
（D　生命の尊さ）

	
	3
	祖父の跡を継ぐ
	1
	20年に渡る厳しい祖父の指導を受けながら，一人前の宮大工になった「わたし」についてどう思うか考えることを通して，目標の達成に向けた強い意志をもってやり遂げる素晴らしさを感じ取ることができる。
	A　真理の追究

	9
月
	1
	霧の子孫たち
	1
	自然豊かな霧ヶ峰の植物を守るために活動する牛島さんの気持ちや，霧ヶ峰の自然に対する思いを考えることを通して，身近にある豊かな自然を守っていく大切さに気づくことができる。
	D　自然愛護

	
	11
	大鹿歌舞伎
	1
	村の人々に批判されても歌舞伎クラブの設立に尽力した片桐さんの思いについて考えることを通して，地域の伝統文化や文化財の継承・発展の大切さに気づき，自分たちの地域の伝統文化を自分たちの手で守り育てていこうとする気持ちをもつことができる。
	C 　郷土の伝統


	10

月
	24
	洋子さんのこと
	1
	洋子さんを元気づけようと教室の仲間を呼びに行こうとする「わたし」の気持ちを考えることを通して，間違ったことをしている友を傍観することなく，互いに高め合っていく友情の大切さに気づくことができる。
	B　友情，信頼

	
	16
	この子を残して
	1
	恐ろしい病気に冒されることがわかっていながら，他者の命を救うために放射線に身をさらし続けた永井博士の気持ちを考えることを通して，一人一人の生命はかけがえのない尊いものであることを理解し，自他の生命を尊重する気持ちを高めることができる。
	D　生命の尊さ

	11

月
	8
	指導論
	1
	「先生に行けと言われたので」と話した陸上選手の才能が，埋もれてしまった理由を考えたり，自分で自分のことを決めるよさを考えたりすることを通して，自己決定に立った行動をし，自己責任を果たすことのよさを理解することができる。
	A　自主，自律

	
	20
	お守り
	1
	友より先に進路を決め，クラスや友のために誠実に働く正一君からお守りをもらった隆君の気持ちを考えることを通して，友人同士が互いに励まし合い，高め合うことの大切さを感得することができる。
	B　友情，信頼

	
	19
	木箱の中の

えんぴつたち
	1
	自分にふさわしい生き方を実現するためには何が大切かを考え，自分らしさ（個性）や才能は磨きだすものであることを自覚し，自分の将来に希望をもつことができる。
	A　向上心

	12

月
	5
	証城寺の狸囃子
	1
	苦学しながら「作曲家になる」という小さなころからの夢を実現させた中山晋平の生き方を考えることを通して，自分の夢の実現に向けて，苦難に打ち勝ち自分の人生を切り拓いていくことの素晴らしさを理解することができる。
	A　希望と勇気

	
	28
	ひときれの布
	1
	中国に一人残された清君を家族の一員として迎え，肉親と会えるようにと励まし続けた徐さんの気持ちを考えることを通して，民族の違いを越えて心に響き合う人間愛に支えられた気高い生き方を感得することができる。
	B　思いやり

	
	27
	明かりの下の燭台
	1
	集団の中の一員としての自覚をもち，自分に与えられた役割と責任を果たそうとする意欲を高めることができる。
	C　学校生活

	1
月
	31
	巣立ちにあたって
	1
	窓口に来た市民にあいさつをするようになり，市民の態度の変化に気づいた職員の気持ちを考えることを通して，あいさつや礼儀作法にかなった振舞いの大切さを感得することができる。
	B　礼儀

	
	17
	電車での出来事
	1
	電車内で男性のコートを汚してしまい，相手の男性の「いいんですよ。」という返答を受けて，変容していった「わたし」の思いを考えることを通して，他者とかかわる際には，寛容，謙虚という気持ちを大切にしていこうとする意欲をもつことができる。
	B　相互理解

	2
月
	21
	ごみ収集車のおじさん
	1
	バキュームカーを見て，反射的に鼻に手をあてたり，迷惑がったりしていた貴美子さんが，友だちの話や，ごみ収集車のおじさんと青木さんのおばあさんの対話を聞いて考えていく姿を通して，奉仕的・福祉的な心づかいをしながら仕事に取り組むことの素晴らしさに気づくことができる。
	C　勤労

	
	13
	ブータンの王国の

農業の父
	1
	外国の人々や文化，伝統を大切にしようとする心を育み，日本人としての自覚をもって世界の人々のために尽くそうとする心を育てる。
	C　国際理解

	
	25
	記憶に残る学校
	1
	担任教師のことばや主人公が理解した先輩たちの思いと主人公の思いの深まりを追求することを通して，学校の一員として，学校の人や物に敬愛の気持ちや誇りをもち，よりよい行動をとっていこうとする気持ちを高める。
	C　学校生活

	3

月
	29
	足袋の季節
	1
	おばあさんに40銭を返すことができなかった主人公の気持ちに寄り添って，腹が立ってどうしようもなかったときのわたしの気持ちを考えることを通して，自分の弱い心と向き合い，自分に恥じない生き方をしていこうとする意欲を高める。
	D　生きる喜び

	
	2
	環境問題解決のために
	1
	世界的な課題として取り上げられている環境問題を解決するためにどのような努力が必要かを考え合うことを通して，先人たちから受け継がれ，現在のわたしたち日本人の心に今も根付く，自然への畏敬の念，共存する思いこそが環境問題を解決するために必要であることに気づき，日本人として生きる自分自身は，これからどのような努力ができるのかを考えることができる。　
	C　我が国伝統


